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二
〇
二
一
年
九
月
一
二
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ブ
ー
ル

に
は
カ
タ
ー
ル
外
相
の
姿
が
あ
っ
た
。
カ
タ
ー
ル
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ビ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ー
ン
副
首
相
兼
外
相
が
、
タ
リ
バ
ン
暫

定
政
権
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
サ
ン
・
ア
ー
フ
ン
ド
首
相
代
行
と
会
談

し
た
の
で
あ
る
。
タ
リ
バ
ン
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
を
掌
握
し
て

以
来
、
主
要
国
政
府
の
閣
僚
が
同
国
を
訪
問
し
た
の
は
カ
タ
ー
ル
が

初
め
て
だ
。
今
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
を
め
ぐ
る
カ
タ
ー
ル
の

動
き
に
世
界
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

主
要
国
高
官
が
続
々
と
「
カ
タ
ー
ル
詣
で
」

　

タ
リ
バ
ン
が
八
月
一
五
日
に
カ
ブ
ー
ル
を
掌
握
す
る
と
、
カ
タ
ー

ル
政
府
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
全
土
に
お
け
る
包
括
的
・
恒
久
的
な

即
時
停
戦
を
求
め
る
と
と
も
に
、
平
和
的
な
権
力
移
行
の
必
要
性
を

訴
え
た
。
ま
た
各
国
の
外
交
団
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
の
避
難
の
た

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

堀
拔
功
二

タ
リ
バ
ン
政
権
と
国
際
社
会
と
を
つ
な
ぐ
「
窓
口
」
と
し
て
、

各
国
首
脳
や
高
官
が
相
次
い
で
訪
れ
る
―
―

い
ま
、
カ
タ
ー
ル
は
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。

「
過
激
派
」
と
も
つ
な
が
る
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

そ
れ
に
基
づ
く
「
全
方
位
」
の
外
交
戦
略
に
迫
る
。

ほ
り
ぬ
き　

こ
う
じ　
一
九
八
二
年
生
ま
れ
。

二
〇
一
一
年
京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博

士
（
地
域
研
究
）。
一
七
年
か
ら
現
職
。
関
連

論
文
に
「
ウ
ラ
ー
ヘ
の
道
程
対
カ
タ
ー
ル
断

交
の
解
消
と
地
域
安
定
へ
の
課
題
」
な
ど
。

九
月
七
日
に
ド
ー
ハ
で
共
同
記
者
会
見
を
開
く
（
左
か
ら
）

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
米
国
防
長
官
、
ア
テ
ィ
ー
ヤ
副
首
相
兼
国
防

担
当
相
、
ブ
リ
ン
ケ
ン
米
国
務
長
官
、
ム
ハ
ン
マ
ド
副
首
相

兼
外
相
。
ア
フ
ガ
ン
情
勢
を
踏
ま
え
、
各
国
要
人
が
カ
タ
ー

ル
を
訪
問
し
て
い
る
（
代
表
撮
影
／
ロ
イ
タ
ー
／
ア
フ
ロ
）

独
自
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

存
在
感
高
ま
る
カ
タ
ー
ル
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め
に
自
国
の
軍
用
機
を
派
遣
し
た
り
、
カ
ブ
ー
ル
市
内
で
は
カ
タ
ー

ル
大
使
自
ら
が
避
難
支
援
に
関
わ
っ
た
。
八
月
一
七
日
に
は
、
ム
ハ

ン
マ
ド
副
首
相
兼
外
相
が
バ
ラ
ダ
ル
駐
ド
ー
ハ
・
タ
リ
バ
ン
政
治
事

務
所
代
表
と
会
談
し
、
情
勢
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

そ
れ
以
降
、
カ
タ
ー
ル
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
の
安
定
化
に
向

け
て
国
際
社
会
と
緊
密
に
連
携
し
て
い
る
。
米
国
や
日
本
を
含
む
主

要
国
は
カ
ブ
ー
ル
の
大
使
館
を
閉
鎖
し
、
代
わ
り
に
タ
リ
バ
ン
政
治

事
務
所
が
置
か
れ
る
ド
ー
ハ
に
外
交
拠
点
を
移
転
し
た
。
九
月
六
日

に
は
米
国
の
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国
防
長
官
が

そ
ろ
っ
て
ド
ー
ハ
を
訪
れ
、
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
カ
タ
ー
ル
側
と

協
議
し
た
。
そ
の
後
九
日
か
ら
、
ム
ハ
ン
マ
ド
副
首
相
兼
外
相
は
パ

キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
コ
、
ロ
シ
ア
を
回
っ
て
各
国
外
相
と
会
談
し
、
さ

ら
に
そ
の
足
で
一
二
日
に
カ
ブ
ー
ル
入
り
し
た
の
で
あ
っ
た
。
カ

タ
ー
ル
は
瞬
く
間
に
国
際
社
会
と
タ
リ
バ
ン
を
つ
な
ぐ
窓
口
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

カ
タ
ー
ル
と
タ
リ
バ
ン
の
一
〇
年

　

現
下
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
カ
タ
ー

ル
の
存
在
感
が
際
立
っ
て
い
る
の
は
、半
ば
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
カ
タ
ー
ル
は
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
タ
リ
バ
ン
と
交
流

し
、
影
響
を
与
え
得
る
立
場
を
築
い
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
タ
ー
ル
は

二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
米
国
と
タ
リ
バ
ン
の
仲
介
役
を
担
っ
て
き
た
。

当
初
は
、
米
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
タ
リ
バ
ン

関
係
者
五
人
と
、
タ
リ
バ
ン
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
米
兵
一
人
の
捕
虜

交
換
が
主
要
な
議
題
で
あ
っ
た
。

　

米
国
と
タ
リ
バ
ン
は
、
一
二
年
頃
か
ら
ド
ー
ハ
に
お
い
て
和
平
交

渉
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
タ
リ
バ
ン
は
一
三
年
六
月
に
ド
ー
ハ

に
政
治
事
務
所
を
設
け
、
対
外
的
な
交
渉
窓
口
と
し
た
（
た
だ
し

開
設
直
後
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
一
時
的
に
閉
鎖
）。
し
ば
ら
く
は
、

一
四
年
に
実
現
し
た
捕
虜
交
換
以
上
に
目
立
っ
た
進
展
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
米
国
に
お
け
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
早
期
撤

退
気
運
の
盛
り
上
が
り
を
受
け
て
、
一
八
年
頃
か
ら
和
平
交
渉
が
活

発
化
し
た
。
そ
し
て
、
幾
度
か
の
交
渉
を
重
ね
、
二
〇
年
二
月
に
米
・

タ
リ
バ
ン
和
平
合
意
が
ド
ー
ハ
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

加
え
て
カ
タ
ー
ル
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
と
タ
リ
バ
ン
の
和
平

交
渉
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
き
た
。

な
ぜ
「
過
激
派
」
と
付
き
合
う
の
か
？

　

カ
タ
ー
ル
は
小
国
な
ら
で
は
の
機
動
性
と
豊
富
な
天
然
ガ
ス
収
入

を
背
景
に
、
長
年
に
わ
た
り
「
全
方
位
外
交
」
と
「
仲
介
外
交
」
を

進
め
て
き
た
。
周
囲
を
大
国
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
国

際
社
会
の
ア
ク
タ
ー
と
安
定
的
な
関
係
構
築
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
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外
交
・
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で

あ
る
。
カ
タ
ー
ル
の
交
流
対
象
は
主
要
国
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ム

ス
リ
ム
同
胞
団（
エ
ジ
プ
ト
）や
ハ
マ
ス（
パ
レ
ス
チ
ナ
）、ヒ
ズ
ブ
ッ

ラ
ー
（
レ
バ
ノ
ン
）、
フ
ー
シ
ー
派
（
イ
エ
メ
ン
）
な
ど
、
国
際
社

会
が
「
反
政
府
組
織
」「
過
激
派
・
テ
ロ
組
織
」
と
見
な
す
団
体
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　

カ
タ
ー
ル
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
時
に
外
交
カ
ー
ド
と
し

て
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。
特
に
地
域
紛
争
や
政
治
対
立
の
仲
介
役
を

担
う
際
、
カ
タ
ー
ル
は
中
立
的
な
仲
介
者
と
し
て
振
る
舞
う
の
で

あ
っ
た
。
も
し
、
う
ま
く
問
題
を
調
停
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
カ

タ
ー
ル
は
国
際
社
会
に
お
い
て
信
頼
を
獲
得
し
、
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
八
年
に
シ

リ
ア
で
拘
束
さ
れ
て
い
た
日
本
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
解
放
さ
れ
た

が
、
カ
タ
ー
ル
が
ト
ル
コ
と
と
も
に
現
地
の
過
激
派
に
働
き
か
け
た

成
果
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
、
カ
タ
ー
ル
と
タ
リ
バ

ン
と
の
関
係
も
、
同
国
の
外
交
戦
略
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
と

言
え
る
。

　

カ
タ
ー
ル
と
「
過
激
派
」
と
の
付
き
合
い
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

よ
く
思
わ
な
い
国
々
も
あ
る
た
め
、
多
く
の
批
判
を
浴
び
て
き
た
の

も
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
カ
タ
ー
ル
は
一
七
年
六
月
か
ら
二
一
年
一

月
に
か
け
て
、サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、

バ
ー
レ
ー
ン
、エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
断
交
に
直
面
し
た
。
こ
の
と
き
は
、

カ
タ
ー
ル
と
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
関
係
が
ひ
と
つ
の
争
点
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
カ
タ
ー
ル
の
外
交
カ
ー
ド
は
時
に
リ
ス
ク
に
な

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
強
み
と
弱
み
は
コ
イ
ン
の
両
面
の
関
係
に
あ

る
。

地
道
で
粘
り
強
い
仲
介
が
求
め
ら
れ
る

　

タ
リ
バ
ン
の
国
際
的
な
孤
立
と
国
内
情
勢
の
さ
ら
な
る
悪
化
を
避

け
る
た
め
に
も
、
カ
タ
ー
ル
に
は
粘
り
強
い
姿
勢
で
、
タ
リ
バ
ン
と

国
際
社
会
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
カ
タ
ー
ル
に
対

す
る
国
際
社
会
の
全
面
的
な
支
援
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
カ
タ
ー
ル
は
タ
リ
バ
ン
政
権
の
承
認
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
タ
リ
バ
ン
に
対
し
て
、
国
内
の
あ
ら

ゆ
る
勢
力
を
交
え
て
平
和
的
な
対
話
を
進
め
る
必
要
性
や
、
国
際
社

会
が
懸
念
し
て
い
る
女
性
の
権
利
の
尊
重
を
求
め
て
い
る
。
カ
タ
ー

ル
の
働
き
か
け
に
対
し
て
、
タ
リ
バ
ン
側
は
今
後
、
ど
の
よ
う
に
応

じ
る
だ
ろ
う
か
。
一
部
で
は
タ
リ
バ
ン
内
部
で
主
導
権
争
い
が
起

こ
っ
て
い
る
と
も
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
先
行
き
は
不
透
明
だ
。
仮
に

タ
リ
バ
ン
の
中
で
、
カ
タ
ー
ル
が
交
渉
し
て
き
た
グ
ル
ー
プ
が
政
権

の
中
枢
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
カ
タ
ー
ル
の
影
響
力
は
限
定

的
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
●




